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 ９月 17日(土)に第 2回奉仕作業が行われ、１、３、
６年の保護者の皆様に、運動場・農園・ビオトープ等
の草刈りや教室のワックスがけをしていただきまし
た。子どもたちが気持ちよく生活や学習ができる環
境を整えていただきました。ありがとうございまし
た。 
 さて、９月 28日に代表委員会にて、運動会のスロ
ーガンについて話し合いました。そして、「目標を超
えて勝利をつかめ ～強く 凛々しく 美しく～」

に決まりました。10 月入り、本番に向けて、学年や
学年団の練習が始まりました。練習の中では、思うように踊れなかったり走れなかったり
することがあるかもしれません。仲間と励まし合うことで粘り強く取り組む意欲や態度を
身に付けたり、自分や友達の頑張りや良さに気付いたりする機会となることを願っていま
す。子どもたちが「頑張ってよかった」となるように支援していきます。 

引き続き、感染予防対策を含めお子さんの健康管理とともに、本校教育活動への御理解・
御協力をよろしくお願いいたします。  

 

 

～10／5の会礼での校長の話「お月見と『いただきます』」～ 
先月の９月１０日は「中秋の名月」でした。「十五夜」とも言いますね。その「十五夜」にお月見を

した人やお月見団子を食べた人もいるのではないでしょうか。 

どうして「中秋」とか「名月」、「十五夜」って言うのか知っていますか？ 

昔の人は「月の満ち欠け」を元にして、暦（今のカレンダー）を考えていました。昔の暦のことを

「旧暦」と言います。月が満月になったり、細くなったりする満ち欠けの仕組みは、6 年生が理科で

学習しましたね。新月と言って、月が見えない夜もあるんでしたね。月は 29.5 日かかって、新月か

ら満月を繰り返しているそうです。 

昔の人は、「旧暦の 8月１５日の月が一番美しい」と考えていたそうです。昔の暦では 7月、8月、

9 月が秋、秋の真ん中の月が旧暦 8 月だから「中秋」、一番美しい月だから「名月」、15 日の夜

の月だから「十五夜」と言うようになったようです。実際、暑い夏が過ぎて涼しくなってくると、空気

が澄んできて、夜空の星も見やすくなります。また、月は太陽と反対で、夏は南の低い空、冬は真上

に近い空を通るので、秋の月がちょうど見やすい高さを通ることもあるようです。 

それから「十三夜」という言葉もあることを知っていますか。「十三夜」は旧暦で９月１３日の月の

ことです。今年の十三夜は、今週の土曜日、１０月 8日です。江戸時代の人々が、この日の月がとて

も美しいと言ったことから始まったそうです。十三夜の月は、まん丸ではないけれど、十五夜に続く

月ということで、「後の月（のちのつき）」とも言うそうです。  

また、食べ物がたくさん収穫できたことを感謝する意味も込めて、お供えをしていました。ちょうど栗

や芋など、食べ物がたくさんとれる時期のため、「栗名月」や「芋名月」、「豆名月」とも言われるそ

うです。 

昔の人の言い伝えで「十三夜」と「十五夜」の月を同じ場所で見ると縁起が良いそうです。9 月

10 日は見られなかったなぁという人もいるかもしれませんが、十三夜の 2 日後は、中秋の名月で

はないけれどまた満月なので、8日の夜と１０日の夜、この 2回で両方見ることができますね。お天

やまな  



気が良かったら、ぜひ家の人を誘って、外に出てみてください。 

昔の人はこういった行事を大切にして、自然の恵みに感謝して生活していたことが分かります。

今度の週末にお祭りの地区もありますね。秋祭りも、その年の収穫に感謝して、神様にお供えをし

たことが始まりですね。私たちが食事の時に手を合わせて「いただきます」と言うことも、「食料とし

てその身を捧げてくれた動植物の命を」いただきますということです。毎日、当たり前のように食事

ができていることも、こういう時に感謝しなくてはなりません。 

高学年の人たちは学習しているかもしれませんが、SDG’sの１７の目標の 1つに「飢餓をなくそ

う」というものがあります。「飢餓」とは、食べるものがなくてお腹をすかせていること、場合によって

は飢えて命を落とすような事です。日本では、食べるものがなくて命に関わるような人はほとんどい

ません。反対に「フードロス」が大きな問題になっています。「フードロス」とは、食べられずに捨てら

れてしまう食品の問題です。日本のフードロスについて調べてみると、日本人は毎日、1 人がお茶

碗 1 杯分（124ｇ）くらいの食べ物を捨ててしまっている事になるそうです。何だ、それくらいかって

思った人はいませんか？1 年間で 45ｋｇ、高学年の人の体重と同じくらいのまだ食べられる食べ物

を捨てていることになります。日本全体では 570 万トンという想像もできない量になるそうです。こ

れは世界でも 1，2位を争う残念な数字だそうです。 

このことについて、皆さんができることは限られているけれど、SDG’s の目標の中には「人や国

の不平等をなくそう」というものもありますから、世界には食べるものがなくて困っている人がいるこ

とを心にとめて、毎日の食事を残さずきちんと食べきることや余分な買い物をしないことなど、でき

ることを心がけていきたいですね。今度の連休は、お月見をしながら、毎日おいしくご飯が食べられ

る事に感謝できるといいと思います。 

これで、「お月見といただきます」のお話を終わります。 

 

 

【山名小を語る会・学校運営協議会】 

 9 月２２日(木)に「山名小を語る会」と「学校運営協議会」

が行われました。 

 「山名小を語る会」には、学校運営協議会のメンバーに加

え、連合自治会長や山名小学区にお住まいの市議会義員の

方にも御参加いただきました。そして、主幹教諭から授業や家

庭学習におけるタブレットの活用の仕方ついて説明しました。

ロイロノートにて互いの考えを知ることがでることや、自宅とつないでオンライン授業を受けること

ができること等を伝えました。子どもたちが新しく導入された機械を上手に使っていることを知り感

心されていました。 

 「学校運営協議会」では、「全国学力・学習状況調査の結果」や子どもたちの様子についてお伝

えしました。低学年から保護者の方と一緒に取り組んでいる「山名っ子ノート」の継続が文章を書

くことへの抵抗を減らし力となっていることを理解していただきました。また、低学年の児童を中心

に元気よく挨拶してくれる子が多く、もっと挨拶し合う地域になるよいという御意見をいただきまし

た。今後も山名小の応援団として、御理解・御協力をいただきたいと思っています。 

 

【住居の変更・転出の予定】 

 住居の変更や転出等の予定がある場合には、早めに担任までお知らせください。 


